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ポーラログラフに依る健詰の研究如報  

グリンピース健語に於ける含有銅量に鍵て  

小   田   久  
■  
‾   

二±  

PohrographicStudiesonCannedFoods（4threport） ◆  

OntheAmountofCopperinCansof Green Pea声  

Kyuzo Oda  

l・・MeasuringtheamountofcopperdissolvinginfoodsbyPdarq訂aphicmethod，Wehad  
l   

todlaI喧ethecqpper saltin the tested materialinto Ammonium salt，and then   

measureitunderO．2v－0．7v（Anodicpotential），uSingthemiⅩedliquidoflMoL一知㌔OH   

andlMoliNH4ClassupportingLelectrolyte・Reductionwaveisseen ac60rding tothe   

amountofthecqppercontainedandtheWave－heightinthiscaseisconstant．  

2・TheimoumtOf topp畠r corrtainedinthecanヨOf gre6n peasputonthe rrLarketw？S  

VmS叩eaSured．  

3・PreservationTestmadeonthecanSOfgreenpeas叩eda11y：madefor也eexamination   

provedthattheamountofthe copp声r COhtainedirlgreenpeaS、reducesinproportion  

tothe time・elapsed．  

4｛Thearnoun・tOfcoppercontaidedinthegreenpeasinthemanufacturingprocessVar－   

iesactordingtothesi2；eOfthematerialused，amOuntOfcoppersaltusedandtheti－   

me ofboilingandwashing．   
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1 緒  

ピースのグリーン色を保持する為に一、銅塩を使用する事は盲くより知られて居り、共作軍機梼に   

何てほ荒川氏く社1）も鋭明されて居り、叉Polarographを用いての銅イオンの癖究に何ても既   

に志方○館氏（註 

ては、女anthate注、黄血塩浜、mOCyanate－pyridine法、Dithigon汝、沃慶法、Bifluoride－   

bibhosphat咄、等多疲の方法が紹介されて居るが、当方はPdardgraphを用いて、グリンピース   

感諸に放ける含有鋼丑に何ての研究を行った。  

なお生体と鋼との関係に付ては」其鍵盤はHart氏（註5）、はH′’amoddbineの合成に律立っ  

仁、と云い、Mitcheu血Mi11er氏（駐6）は徴丑鋼塩の妖乏で食血症になる上云い、C。。a。tDersch  

・landmydans氏（鞋7）はH′′amocyanine中に鋼の存在を報告して居り、繊畳の銅塩は人体に於て   

も必顔金属である事は認められて居り、新薬製剤晶も市販銅γて居る○叉植物体申に於ても広く分  

布されて居り、LindowEIvehjim及びPeterson氏（証8）に依れば、糖密中に19．3p．p．m．マツ  
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シュノし－ム中に17・9？・p・m・穀類中に11．6p・p・m．葉菜顎中に1．2p．p．m．含有されて居ると報普さ  

jtて居るが叉逆に銅は鉛と同様に飲食物申に多量に含有されて居る場創こは有欝な金属であり、此  

方画に付ては田辺氏（証9）により調査されて居る。   

ピース中のChlorophyllの安定剤としての鋼喘の作用ほ極めて有意義なもので、他の亜鉛等の金  

属とは比故にならない笹、強力なものであるが叉同時に解靡した重金属イオンほ蛋白質と結合して   

Metallalbuminate（証10）（MeX・7R－CH（NH望）－COOHorMeX－2R－CⅡ（NH望）－COOH  

伯Me＝金属，×＝酸基）を形式する性質があるので、ピース中に約6．7％（証11）も含まれて居  

る蛋白質とも結合する。其結果Ch10rOphyllと結合する銅塩に比し上記MetaLlalbuminateの形の  

銅塩の方が遠かに大きな数値となるであろうと考えられる。   

実際クーリンピース曜話中の含鋼畳を数多く測定して見ても、含有銅畳に大きな差が在りながら  

Chlorophy11の色止のEl的は一様に適せられて屠り40p，p．m．含有の〆E）ンピー ス製品もあり充分  

色止の目的が連せられて居るので、現在衛生法規lこ隣って100p．p．m．を唱えない範囲で然も最大数  

に近づけ様との努力はむしろ衛生法現に抵触する危険こそあれ無駄な努力であゎ、此努力は逆に  

Chlorophyllの安定剤としての鋼塩の使用量を最小数値に掩って行く様にすれば、それに附臆して  

水洗時間も最小時間となり食品としてのグVンピー スの価値がVitamin関係から申しても改良さ  

れるのであろうと考える。  

叉食品衛生取締当局の非公式な云ではあるが、グりンピースの含鋼畳に何ては膵語繋界の技術を  

信蛸して屠らjlるので、好ましからぎる製品を絶対に製造しない様附言すると同時に、一度現今の  

寛子顆に●於ける色素頬の如くに不良品卑しとの観念にて臨まれし場合は、既に池野氏（註12）によ  

り替告を孝芭せられし如く薄心の次第である。   

本研究は怖詰協会関西検査所長池野氏及同所佐々木氏、同近畿妓術会諸氏及当所択．U」氏の御援助  

により研究を行い得た番を報・告すると同時に深謝す。  

2 実 験 の 部  

Polarographにて鋼を測定するに於て一服に附加電解質としてKi＄0．1を使用されて居るが、当方  

に放てはN－NH．よCl：N－NH↓0‡Ⅰ用いて満足なる測定結果を得た。  

銅の基本物質としてはMerck製Copperoxidewireを使用し、此を兜づⅡNO8－Saltとし次に  

N即一3T！ltに変えた伎IN－N且上Cl：IN－NH．LOTIsolu．に溶解してTableIに示す一連の測定数値を  

手塩ナニ。  

Tabk．1眈知含有畳銅のIN－NH．上Cl：IN－NモIlOH中に聴ける測定  

測定ほ全て彗急にて行いGalv．sensel・2×10－u Amp・をLtち0に割架して行った。  

＿ 63 －   



即f）銅はIN－NH．LCl：IN－NH．10HsっIu．にLt’qO．2－－0．7V間の Polarugram削プ如tば¶0．5V  

附近にてFiglの様な振幅の大きい実しい淡を生じ定盤分析に使用し得る。  

Figl Tablelの1例  
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ぐm亡紺†血t一席二揖（帥一再   

TabllのConcentratiりn（p．D．m．）を  

横軸に、Wave－height（mm）を縦軸  

に取出ばFig2の様な殆ど直線に近も、  
樽準問鶴見所く事が出来、次後の試料  

の測定結果はFig2より逆算して、グ  
リンピース牢の含有鋼畳のp．p．m．数を  

節用した。  

Sample  

Cu●■sOhl．100p．p．m．及90p．p．m．  

Supportingelectrolyte   

IN－NHiCl：IN－NH．tOH  

Anodic potentiel（Ⅴ．S．S．C．E．）  

－0．09V  －0．09V  

Half－WaVe pOtential  

－0．49V  －0．49V  

Wave height  

122．81nm  llO．Omm  

加霜庄簡周  

一0．2V～－0．7V問  
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3 実験の部  分析試料の調製   

供試試料を濾盛上に浸き漸時水分を自然落下せしめた後、其20gを十字形に拾取し、此机；気炉  

にて択化せしめた後樺準試料調製と全く同様の埋作を行ってHNO8－Salt となし次でNH8－Saltと  

変えた後TN－NHJ＝Cl：IN－NH，土OH solu．20ccを加えて時計皿にて軽い一夜放避後濾別してPolar  

Ograph分析を行いたる後、Fig2固より含鋼竜を節目・ルた。   

其1例をFig3にて示す。なお電解液を加えて分解試料を溶解せしめた時に発色する程度により  

（簡単なアンモニア比色法）明かに100p．pJn．の撼準色より色調の濃厚な場合ほ電解液使用丑を倍  

加しナニ。  

Fig 3 

－●  

Sample  

Supportil唱electrolyte   

グリンピース標語  

IN－NH．1Cl：IN－NH．10H  

An〇dic potential（Ⅴ．S．S．C．E．） ▲0．06V  

Half－WaVe pOtentiユ1（〝） ▼0．45V  

Wave height   

加電：庄範l粥   

算■什1数値  

116．2mm   

－0．2～－－0．7V問  

ng2より縦軸116．2mmほ横軸93．8p．p．m．に  

慨当す。  
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4 実験の部 昭和26年皮製品マーク グリンピース肺籠製品の分析結果  

Table I  

5 実験の部 昭和訂年度製品マーク グリンピー ス何階製品の分析結果  

Table Ⅶ  

incll  
経過日数試料10g中の粒数  整効1；酵号  備  考   

43  25  113  5．5  294  

44  48   84．5   11．5   337  

44  30   101   13．0   356   

48   封   87   292   ll．5  

15．5   

12．0  

0   

16．0  

0   

4．2   

5．6   

9．5   

4．0   

11．9  

0   

8．0   

1．6  

0   

15．2   

11．9   

9．0   

6．2  

ー 66－・   



in 
経過日数拭料10g申の粒数  備  考  

68  34   53  4．5  323  

72  30   60  9．0  308   

80  33   120  2．2  340   

80  27   120  1．0  341  

84  27  99   13．0  346   

84  35   93  
十   

9．0  352   

85  34   102  11．0  351   

87  31   66  由．0  348   

92  38   83  膨  脹  342   

92  23   86  ．8．0  344   

92  32   126  0  349   

94  22   100．5  8．8  343   

94 1 

31  417．5   2．5   353   

101  33  124   0   358   

108  35   101  0  354   

139  31   49  9．0  402   

．141  43   85  14．0  397   
l  

142  17   7．5  14．0  ●404   

145  24   57  8．0  389  

147  26   70   16．0  396   

156  28   85  9．5 －  403   

157  32  111   6・0 391   

162  34   67．5  4．5  387   

163  32   33  7．0  388  

【 1741 
17   由．5 8．0′   395   

ト  
82  9．0  3紬  

175         26   ㍑7  5．4 303   

1   44   96  6．0  338   

31   120  5．5  305   

26   67  20．0  311   
＼  

l  

28   79  13．5  345   

33   155  0  347   

44  104   3・0   355  
】  

14  124   0  
：娼9  

●  

1  24  
56 星 0】363．  



経過日数  耽料10g中の拉数    p－p．m● 試料中含有銅世   i血 其・空能  整瑠番号   備  考  

l  

訂   7．5   3朗   

別   82   10．0   392  

25   81．5  393  

84   76   6．0   398  

25   62．5   4．0   401  

26   ・78  417  

】汀   89．5  418  

鋤  419  

27   103  420  

33   80  421  

32   94．5  422  

83   92・  423  

32   120  424  

47   78  鱒6  

45   90  426  

4＄   87  427  
′  

49   88  428  
●  

26   75  42⊆l  

；汀   77  430  
＼   

27   80  431  

27   92  4三松  

34   51  433  

別   98  1は4  

33   87  4：賂  

33   109  436  

43   84  437  

46   76．6  438  

・48   t汀  439  

49   58．5  440   

′  

ノ  

・lま  

▼  

－ヽ   
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6 実験の部  昭和28年度製品マーク ダリ 

、  TabIe Ⅳ  

incb  

経過日数  拭癖10g中の粒数    p．p・m・ 試料中食宥銅盤  真 空 度  整ヨ哩 番号  僻   考   

1   35   166．8   13・   518  

4   56   136   10．0   593   

5   30   114．   13．5   517   

5   26   83   15．0   523   

5   27   85   0   531   

5   32   78   5．0   532   

5 33   88   11．0   540   

5   30   108   9．0   542   

6   35   87   1．6 ′   543 

6   31   68   12．0   546   

6   34   10．0   547   92 ′  

8   33   90   12．5   554   

7   25   69   13．0   524   

7   53   96   12．5   525   

7   36   109   13．2   527   

7   34   98   6．5   541   

7   32   96   17．0   549   

7   32   64   18．5   55353 

8   34   王汀   Il．0   畠48   

9   47   80   10．0   526 

9   34   79   9．0   528   

9   27  98  14．2   529   

9   26   88   0  530  

9   43   99   2．0   557   

10   36   190   2．0   556   

11   25   119   11．5   555   

12   55   86   13．0   569   

13   43   100   8．0   539   

14   30   74   7．5   550   

27   38   91   3．5   王汀1   

30   30   57   17．0   三治5   

31   31   62   18．0   570   

31   41   88   8．5   599   
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T  

■1     1  

ヽ’  一                            ′  ‾  
l  l  

n  

l r＝「▲  

【  

ヽJ．           L  †  ヽi 一∴・ヽ、、l  

－し  

l ヽ  

indl  経過日数  試料1qg中の粒数 H 耶    p．pごm． 試料中含有銅敢    其空 定  鞋瑠番号   備  考   

35  33   82   10．0   680  

59   
I  

l19   15．5   594   

41   26   146．   2．5   598   

42   ・37   118   9．0   696   

56   32   47   0   静7  

285  30  87  8．0  705  

290  44  106  15．0  704  

ヽ  

．」卜  

7・実 験 の 部 貯蔵日数に依る食有銅丑の逓減に付て、   

グリンピース腫詩興晶のピース中に食郁れて居る銅丑の測定に当り、細心の琵窓を払って英断  

壷に鹿て製造せられたる同一腫詰製品申の含有鋼盈を測定せるに、其数値ほ一定せず、日数の経過  
．  

ノと共に常に逓城の傾向のある事▲を知り、此は試料肺話の個体差としての解釈よ少、むしろ金属容器   

（癒詰）中に在るグ川ンピー1ス申め色止剤として使用された銅塩は金属容器の材質たるブリヰの錫   

及び鉄の電酵圧（Electrolyticsolutimtensi皿）の影響を受けるのであろう。  

なぉグリンピース條許製品は普通は内軒数装檻には肉許を行ほれないが、市販製品に放て1－2  

」■ 一         1h－■  

L．‾  

参見したので参考の拳に内間塗装腫に何ても合せて試験を行った結界をTabkV．及び．恥ble VI  

に示す。  

・Ta鮎 Ⅴ 貯蔵日数の経過による含有鋼丑の逓減（白幡の部）  
ヽ  

ヽ．  

（indl）  
隠逸日数  試料1qg中の粒数    P．p．m． 拭料中食考銅丑    其 空 陛  整瑠寄・替   備  考   

当  日   32   I90  534  肉音節の試料  

2   38   184   14．5   535   

2 31   164   15．5   536   

10ノ   ‘33   190   8．5   

10   33   156   14．5   5ヰ5   

20   31   †136   5．0   551   

20   三田   172   11．0   552 

30   32   126   14」0   565   1ケ月経過  
30   38   122   14r．0   5  1ケ●月経渦   

40   112   ．8．0   59090 

40 32   138   7．5   591   

50   －31   132   13．0   601   

50   32   124   13．0   6b2   
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（独血）  痙過日敬  醜10g中の恕覿    p・pJn 弔問中含有銅華    ．瓢空 定   廟  考   

55   丑   147．5   m．5   603   

60   32   140   11．0   609 2ケ 月 経 過  

80   32   ・ 9’．邑   610   2ケ月経泄  

80   31   138 9．0   8（払   

90   31   118   12．5   851   3ケ月経過  

90   31   185   7．5   652   3ケ 月経過   

216   32   88  8．5  688  7サ 月 経 過   

216   52 1 86   5．0  689 7ケ月＼経∵過   

285   32   94   15．5  706  9ケ月半経過   

285  32   9年   10．5  707  9ケ 月単級泡   

L
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Tible‘Ⅶ 貯滞日数中経過による含有銅丑の遜執（内面塗装砲ゐ部）  

（incb）  
鹿離散og申の漁    p．p．m． 拭料中台青銅放．    其 空 度   撃甜番号   備  考   

当  日  詔   190  ＄34   肉紆前の寧料  

2  31   1t詑   11．8   、 537   

2  32   184   m．2   538   

30  3131 114   13．0   567   1ケ月経過  

別】  32  154   10．0   よ姫8   1ケ 月 経過   

60 t   ㍊  170   5・0′   611   2か 月 経 過  

60  174   17．0   612   2ケ 月 経：掛   

90  口  † 32                     32   184   9．5   653   8ケ 月 経過  

90 / 31   184   3．5   654   3ケ 月 経 過  

216  32   117   12．0   890   7ケ 月 経 過   

216         31   117   9．5   飽I   7ケ 月 経 過 

由5  畠2   133  L   118   708   9∂一 月半経・過   

2拡  霊   135   12．4   709   9∂‾月半経過   

L
■
√
‖
 
 

・
リ
㌣
r
 
 
 
革
 
 

＼  

．即ちグリンピース価終に一放ては各様に付きヽ グリンピース中の色止剤として併用せられた銅塩、   

及び憺材ブリキの錫及び鉄の複推な電気イヒ学的なFa加r・により、▼含有する鋼は日数の経過と共に  

金属銅となって慣壁ド析即されるのでグリンピース中の含有鋼丑は明かに減少の傾向を示して居る  

のは第一報一（証13）にて製腫用半田成分の噂話内容物申の鉛含有量に及ぼす影響に裁て、錫及び鱗  

よサイオ・・ン化傾珂の高い金属が溶液中に存在し撒き事を実蜘したのと全く同一の傾向である○  
／   

叉グリンピース鱒琵に内面塗装嘘を使用する場合にほ塗鱒鱒の影響によわ銅丑由放免が僅少であ  

・る点に留意せねぼならない。此研究に於ては製造時（肉語数薗前）1鋤pこp．m．の供試試料に付て、一郎  
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ち明かに衛生試験法現に抵触する供試試料も白幡の場合は7ケ月を繹喝すれば、限度の1∞p．p．m．  

粛下になって居るが此は1例に過ぎず、即ち加p・p・m・含有グリンピー ス6骨幡に付ての試験で  

るので他の含有銅畳の異った全てのグリンピ ース製品に射て、此行跡の如き減量を示すや香やに付  

ーては嘗及出来ないので、唯逓減の傾向のみを示すのみにして、衛生法規仁抵触する製品が7ケ月成  

上痘痕すれば安全であると考える事は危険である。女全ての製造状件を替え同一にして痕遺された  

グリンピース種詰儲晶に放ても、脚定訳険を行う迄の経過日数（当鉱貯蔵温度状件も食まれる）・左  

異にすれぼ測定数値に差異（城少の傾向）を生ずるのも何ら不信祝する必要がない。   

8 実 験・の 部   製造工程に放ける各穣琴因に何て   

ど－スの種琴、製造工程を全て同一にして唯1Fad町のみを異にしてグリンピースを製造してi  

其含有銅畳を測定した結果をTableVⅡ－TableⅨに示す。  

8－1 Tゆ1e Ⅶ 〆リソピース製造工癌中一bil（定着操作）時間と含有銅盤との関係   

■◆   

使用銅盤を習え一定にしても Boil時間を5分より8分えなほ10分えと増すに縫って、グリンピ  

ース中の含銅丑は増加し、Boil時間を5分より10諒に増加する事により（74－47）十47×100＝約  

5ケ％●もグリンピース中の含銅畳は増加するので此点のみにても制限許用量の100p．p．m．に出来るだ  

け近く、なお100p．p．m．を越えない事を保障するど云う繰作ほ非常に因雄であろう。  

8－2  TableⅦ  ダリンピース…塑造に於けるピースの大きさと含有銅傲とわ関係  

相承艮  

†  

穏  21  4．0  58  

0．8  10  21  9．0  58  

1620cc  
540占宣ca皿i甲Qふ  2ケ月   32   9．0   75  

†   
0．B  10  33  

′   ■■■■■■■■■■■■■■－■■■ 1．6 1．6 1．6 1．¢   ■■－ 10 1d 10 10   ■－■■ 22・ 字1 32 早3  8．0  83         10．0 9．0 5．0 畠．0．  －■■■ 114 114 180 162   
ー72＿  



l   

使用鋼丑及Boil時間其他条件が同一であっても、10g中のピースの個数（製造工掛二放けるL鳳S  

の選別）により含有鋼丑は昇って来る○  

即ち（21＋21）十全＝21（個）……… L級ド相辱の試料平均含銅丑 58p・p・m   

（32＋33）十2＝32．5（個）……M級に相辱の試料 ク   77p・p・m・  

即ちL敬一M扱→S故になるに結って含銅畳は増加する。此点に何ては荒川氏も既に同様の結集を  

報じて居る。なお肉眼的浪淡は此場合は金く信頼出来す、色調のみによる感覚の含有銅畳を推定す  

る事はグリンビーチの場合は適当とは申されない▼。  

8－3TablelX  〆リソビャス製造工程申硫酸銅め使用放と含有銅丑の関係  

使用水放  覿宜丑  品  

0．8   21  

0．8  21   種 Boil二時間  水洗時間  珊三■丹誠；・勺≡亮一   （g）   Mg中の 拉 致  

1彪0∝   540g  Canning lO分  12時間   2ケ月  
1．08  

Que叫  

10．074 12．073       －  1．08  
1qg中の政教21－22個即ち一う股にL級の試料の測定数値を見るに使用銅盈を増加すれば、グリン  

ヽ  ピース中の含銅畳も増加し、併も此実験数倍に放ては比例的に大きな興味ある数値を示して屠  

る0  

8－4 グリンビ「ス製造工程中に於ける硫酸銅処理後の水洗時間の差異が如何に製品中た含鋼畳の   

点に於て影響があるかに何て、竹中條語より辞険の依頼を受けし試料の測定結果をTa規e‡に  

示す。  
l   

但 使用銅盤120g 訴豆丑10貫目  品感 アラスカ  

Table‡ 水洗時間による整員  

水洗時間  ′ 試料10g申の拉致   試料申の含有銅丑 p．p．m．   

1   32   144   

3 ．   34   136   

6   ：蛤   130   

12   
32   130  

即ちBoil後の水防時間に何ては6時間迄は製品ピース中の含有銅畳は減少して居るが6時間と  

】2時間の水洗試料に於ては同一数倍を示して居り、一且結合した銅塩は12時間程度の水洗では、離  

脱せず随って水洗時間としては6時間程度がⅤ池mhの流出と云う点からも適当ではなかろうか。  

＿73一  
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9 実験の部 近傲技術会各々持ち寄カグリンピース怖詩試作品分析結果   

Table XI 製造工場別による差異  
l・l  

エ功名  
種  

34  104 

投資工場   
愛知トマト  合  爛熟。辻晶！ 水2回！10分 6時尚   通過 2ケ月   

90  31  
7．5  

32  5．5  

ヽ   

■■■■■■■■■－■   

浜口僧籍  1 石  10斑  混  合  6睡聞  10分   2ケ月   120 150    32    14．0   
即ち使用銅丑が例えばI50gと‾同一であってもT曲1e‡Ⅰに示せる如く各種の顆dαの差異によ  

b160p・p・m：12b・p・m：：146p・p・m・：82p・p．．m等、グリンビ⊥ス中の含有銅丑を異にした結果を  

得て居島ム   

旭 ∴実 験 の 部   

銅を使用せるグリンピー ス腫結の液汁を除いた拭料をベトリー皿に広け薄儀乾燥後此を粉末とな  

し、其1gを秤取して含有鋼丑を測定し、他の粉釆醗料をソクスレットを卿、七、抽出を行いし  

にヽアセントは明かにグリーン色を呈し、抽財投仔粉末について、ロビポンド・ナントメーターに  

て色調を比政測定せるにTable‡Ⅱの様な結果であった。  

Table）川  

糞     赤   
骨   

ヽ   

2．3  0．3   2．0   宋処軌未抽出）〆リンピー 

2．5  l．0   

1JO こ  0   1．7   

2．0   

7セント抽出彼のグリンピースイウダー       n  

ー、－  

即ち鱒単な色礪比較試験に放ては、畢確な阜差異を窄め得なかっ．た甲で、アセ㌢ト抽出処理後の  

ク’リユ′ピース、パウダーに何ても殊鋼丑を測定せるに殆んど数字的差異は出す、いすれも147．5p．  

p・m・の含有鋼丑が測定されたのは興味ある結果であり、ダリLピースのダU：ン色にMetalalbumi  

nateのB山e色が明かに形管して居ると考る。  

＿74＿   
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なお此躍語釈料申の注入液中の含有銅盤を抑億せるに僅少ながらも、1・恥p・m・の銅丑が横田され  

た。   

11実 験 の 部   

旧衛生試験法に於ては糞血塩によるa12Fe（CN）¢の生成による此色管を用いての測定法が記戟  

されて在るので、此方法及び此色管を光電管に代えての測定数値と、Pa如og指頭鹿に依る桝定数 
J  

値を参考の為にTabk‡町に示した。  

Table XⅦ 糞血塩法及びポーラILグラフ港に依る同一試料の測定数値  

糞 血 墟 法  

用  
Polaro訂aPbき  

‡此色管使用 ）  

グリンピース棺諮  量80～9恥m． 叫叩．   91p．p．m．●  

同上拭料＋CulOOp．p．m．添加  180・－19恥．p．m． 188p．p．m．■  
； 

191p・p・m・  

l■  

即ち黄血塩故に対しPdaro訂apb故に解る場合ほ大なる数倍を示して居るが此は試料鋼製時に  

於ける竣作の安易さ即ち簡素化により（硫化水素によるFeの除去辱）不測の現失が除かれる結集  

で1まなかろうかと考える。   

12 醇  約  

1Pdrograpbにより銅を測定するには、附加電解質IN－NH4q：IN・NH40II中にて、加   

電圧範囲－0．2一－0．7V間を測定すればよい。   

2 Pobro訂aphによ少昭和27年鹿及昭和次年度製品マークのグリンピース肺肝中の含有銅丑  

を測定した。   

3 グリンピー ス種詰製品のど－ス中の含有鋼丑は日数の経過と共に逓減する事を実測し得た。   

4 グリンピー ス製造工程に於て、其製品の含有銅丑は原料ピースの大きさ、使用銅丑、Boil   

時由、水洗時間の全てにより変イける。なお製造工場義も顧められた。  

丁・■  
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